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月曜日の５限に合唱祭のリハーサルがありました。体育館の舞台で、実際にピアノ伴奏を

してもらい本番と同じように歌いました。先生は教室でみんなの歌声を聞いているので、ま

だまだ声が出るなあと思い、あまり満足しなかったのだけれど、夕方職員室でたくさんの先

生から「Ａ組、うまかったね」と言われました。彦田先生は「思わず泣いてしまった」と言

ってくれました。良い歌声だったのだと思います。 

 ただ、これで満足していてはいけません。まだまだみんなの歌声は良くなります。そのた

めに、音楽の授業が無くてもできる努力をしていきましょう。その１つとして、「歌詞の意味

をしっかりととらえる」ということがあります。 

 みんなが歌う「時を越えて」は、とても感動的な歌詞の歌だと思います。一生懸命やった

ことが、今ではなくいつか未来で花開き、みんなの力に変わっていくという歌です。今、勉

強や部活、その他いろんなことでうまくいかないことがあるだろうけれど、それも耐えてや

れることを一生懸命やれば、きっとみんなにとってかけがえのないものに変わっていくと思

います。歌詞の言葉を受け止めて、イメージをして歌えるといいですね。 

 フェスティバルも合唱祭で終わりです。体育祭で優勝し、文化祭でもたくさんの人にほめ

てもらえるような発表をすることができました。その集大成の合唱祭です。みんなの歌声だ

けでなく、みんなが歌う姿を見てもらうことも発表の一つだと思います。みんなは、リハー

サルでもう感動を与えることができる歌を歌い、姿を見せることができるのだから、きっと

本番はみんな自身が感動できる合唱祭にできると思います。 

「♪精一杯の声を出した この瞬間がいつかきっと 君が生きていく力に 変わるときが

来るから♪」自分の未来のために、精一杯歌を歌うことができたらと期待しています。 
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